
　【資料１】 

地域密着型サービス事業所の指定 

１．地域密着型サービス事業所指定の概要 

　 地域密着型サービス事業者の指定は、申請に基づき、市町村長がサービスの種類と事業所ごとに行いま

す。指定は、その市町村の介護保険の被保険者に対する地域密着型介護サービス費等の支給について効

力を有します。 

 

 

 ○「地域密着型サービス」は、認知症高齢者や独居高齢者の増加を踏まえ、高齢者が要介護状態になっても、できる

限り住み慣れた地域で生活を継続できるようにする観点から、原則として日常生活圏域内でサービスの利用及び提

供が完結するサービスを類型化し、市町村が事業者の指定及び指導・監督を行います。 

（平成１８年４月１日の介護保険法改正により導入） 

 

○指定有効期間は、指定日から６年間　（以後更新制）　（介護保険法第７０条の２第１項） 

 

○介護保険法第７８条の２第７項 

  （指定地域密着型サービス事業者の指定） 

第７８条の２　（略） 

７　市町村長は、第四十二条の二第一項本文の指定を行おうとするとき、又は前項第四号若しくは第五号の規定に

より同条第一項本文の指定をしないこととするときは、あらかじめ、当該市町村が行う介護保険の被保険者その他の

関係者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるよう努めなければならない。 

（以下略） 

 

〇柴田町介護保険運営委員会要綱第２条第４項 

　（所掌事務） 

第２条　委員会は、次に掲げる事項について調査審議する。 

（略） 

４　地域密着型サービスの運営に関する事項 

 

〇地域密着型サービスの適正な運営を確保するために、市町村は運営委員会を設置し、①指定を行うとき、②独自

の介護報酬を設定するとき、③独自の指定基準を設定するとき等に意見を求めるほか、質の確保や運営評価等の

必要事項を協議します。

 （１）　①原則として、市町村内に住所を有する被保険者のみがサービスの利用可能。 

　　 　ただし、事業所が所在する市町村長の同意が得られた場合は、その市町村も指定を行い、他の市町村の被保 

険者の利用も可能 

②指定・指導、監督の権限は保険者である市町村が有する。

 （２） 市町村（または生活圏域）ごとに必要整備量を計画に定め、これを超える場合には市町村は指定を拒否できる。 

（認知症対応型共同生活介護、地域密着型特定施設入居者生活介護、地域密着型介護老人福祉施設入居者 

生活介護のみ）

 （３）　地域の実情に応じた弾力的な指定基準・報酬設定（夜間対応型訪問介護・小規模多機能型居宅介護）ができ 

る。

 （４）　公平・公正の観点から、（２）（３）には地域住民等が関与するしくみとする。



２．地域密着型サービスの概要 

（１）地域密着型サービス（地域のニーズに応じて提供されるサービス） 

　　　 　住み慣れた地域での生活を続けるためのサービス。地域の特性に応じたサービスのため、原則として 

住んでいる市区町村のサービスのみ利用できます。 

　  

 ①小規模多機能型居宅介護 
【要支援・要介護】　【柴田町指定２事業所】

通いを中心に、利用者の選択に応じて「訪問」や「短期間の

宿泊」のサービスを組み合わせた多機能なサービス

 ②看護小規模多機能型居宅介護　【要介護】 「小規模多機能型居宅介護」と「訪問看護」を組み合わせた

サービス。通い、宿泊、訪問看護、訪問介護のサービス

 ③定期巡回・随時対応型訪問介護看護　【要介護】 「訪問介護」と「訪問看護」が連携して、１日に複数回の「短

時間の定期訪問」と、通報等による「随時の対応」を２４時間

対応で行うサービス

 ④地域密着型通所介護（デイサービス）　【要介護】 定員が１８人以下の小規模な「通所介護施設」で、日常生活

上の支援や機能訓練等のサービス

 ⑤認知症対応型通所介護　【要支援・要介護】 

　【柴田町指定２事業所】

認知症の方を対象にした「通所介護」。「認知症対応型通

所介護事業所」等で、日常生活上の支援や機能訓練等が

受けられます。

 ⑥認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 
【要支援・要介護】 【柴田町指定５事業所】

認知症の方が共同生活する住宅で、食事、入浴、排せつ

等の日常生活上の支援や機能訓練等のサービスが受け

られます。

 ⑦地域密着型介護老人福祉施設入所者生活 
介護（特別養護老人ホーム）【要介護】

定員が２９人以下の小規模な「介護老人福祉施設」に入

所する方が、日常生活上の世話や機能訓練等のサービス

が受けられます。

 ⑧夜間対応型訪問介護　【要介護】 夜間でも安心して在宅生活が送られるよう、「定期巡回」

や「通報システム」によるオペレーションセンターサー

ビス、随時訪問による夜間専用の「訪問介護」を受けら

れます。

 ⑨地域密着型特定施設入居者生活介護　【要介護】 特定施設（指定を受けた「有料老人ホーム」、「軽費老人ホ

ーム」、「養護老人ホーム」等）のうち、入居定員２９人以下の

小規模な「介護専用型特定施設」に入居する方が、食事、

入浴、排せつ等の介護や、その他の日常生活上の世話、機

能訓練、療養上の世話を受けられます。

 ⑩他市町村所在地の同意による指定事業所 
　【柴田町指定１事業所】

介護保険制度において、原則として住民票がある市町村

の事業所しか利用できない「地域密着型サービス」を、

特別な事情がある場合に、事業所が所在する自治体（他

市町村）の同意を得て、例外的に利用する仕組みです。  
これは、高齢者が住み慣れた地域で生活を継続できるよ

うにする目的（地域包括ケア）と、隣接自治体の利便性

などを両立させるための特例的な手続きです。 


